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◆今回の委員会での報告・審議事項

１ 復旧設計対象石垣について【報告】（資料４-１）

⚫ 復旧設計対象石垣は、重要文化財建造物平櫓下石垣と隅角部を

ともにするH438およびその隣接石垣とする。

⚫ 隣接石垣とは、

H123、H427、H428、H429、H430、H431、H432、H433、

H434、H435、H437、H439、H440

２ 復旧設計対象石垣の被害状況・修復履歴について【報告】（資料４-２）

⚫ 崩壊箇所：H430、H431、H432、H433、H434、H435、H437、

H438、H439

⚫ 変状箇所：H426、 H428、H441

⚫ 変状なし：H123、H427、H429、H440

３ 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）【審議】（資料４-３）

⚫ 被災前測量データは平成24年石垣台帳作成時の石垣面側データのみ

⚫ 現況縦断図から基準勾配を選定→復旧勾配

⚫ H426、H441は、石門等の石垣復旧工事対象石垣と隣接すること

から、今回は設計対象としない。

４ 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後）【報告】（資料４-４）

５ 石垣安全対策（現状・在来工法修理後）【報告】（資料４-５）

◆令和５年度の今後の進め方
⚫ 第2回（令和５年９月２２日開催予定）以降

・石垣補強工法の検討

・石垣耐震診断（補強後）

⚫ 令和５年度第３回までに復旧措置方針決定

崩落石材回収後測量平面図

石垣被害調査平面図
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石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H123（変状なし） 資料４-２-1



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H426（変状あり） 資料４-２-2



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H42７（変状なし） 資料４-２-4



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H42８（変状あり） 資料４-２-5



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H429（変状なし） 資料４-２-6



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H430（崩落） 資料４-２-7



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H431（階段部 崩落） 資料４-２-8



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H43２（崩落） 資料４-２-9



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H43３（崩落） 資料４-２-10



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H434（崩落） 資料４-２-11



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H438（崩落） 資料４-２-12



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H439（崩落） 資料４-２-13



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H440（変状なし） 資料４-２-14



石門北側（平櫓西側） 履歴・被害状況把握図 H441（変状あり） 資料４-２-15



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）【審議】 資料４-３①

◆復旧勾配の設定

・石門北側（平櫓西側）石垣の復旧勾配設定における基礎資料は、被災前の
石垣端点の座標データである。
（計測業務：平成24年 特別史跡熊本城跡石垣現況調査及び測量業務委託）

・石垣端点の座標値を「令和4年度 熊本城石門周辺石垣崩落石材回収工事に
伴う測量業務」で作成された平面・縦横断図に重ね合わせることで、被災前
の計測結果に基づく断面（以下、計測断面）を作成した。

・復旧勾配は、計測断面の平均値（すべての計測断面、または異常値と判断
された一部を除いた計測断面を用いた平均値）を基本とした。ただし、現地
と大きな乖離が生じる場合などについては、適宜検討を行い復旧勾配を設定
した（右表）。

◆解体範囲の設定

・設定した復旧勾配を元に変状が著しい箇所について解体範囲を設定した。
（変状は認められないものの、表裏石垣が近接することで施工時の影響から
解体を要する石垣面あり）

表 復旧勾配一覧

※1 H437は既に解体範囲審議済みのため、本委員会での審議は割愛する。



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）【審議】 資料４-３②

◆床掘勾配の設定
・石垣解体に伴う背面の床掘勾配については、栗石層における適切な法勾配として
35°と設定する。

※1：平櫓下石垣解体工事
・近接する平櫓の下石垣において、設計時点では栗石の床掘勾配を
1：1.0（45°）と計画したが、その後の石垣解体工事で45°の勾配では安全を確保
することが困難であったことから、35°を基準に施工を進めた。

【写真①：H438背面栗石】

【図①：H438地質断面図】

Bg層（栗石）

※2：北東十八間櫓石垣の床掘勾配
・北東十八間櫓群石垣において、円礫主体の栗石箇所の床掘勾配については、
平櫓の床掘状況を踏まえ検討した結果、35°と設定している。
（令和４年度第１回熊本城文化財修復検討委員会）

Bg層（栗石）

・H438の地質断面（図①）では、円礫主体の栗石層が厚く堆積しており、不安
定な栗石の法面となる。

・隣接する平櫓下石垣（※1）や同様の総栗石層である北東十八間櫓石垣（※2）
での検討結果を踏まえ、安全衛生規則（※3）に則り床掘勾配を35°と選定した。

■設定根拠■

Bｇ

Bｃ

Bｃ

安衛則 種類 高さ・勾配 基 準

３５７条

砂からなる地山
（1項１号）

５ｍ未満又は35度以下

発破等により倒壊しやすい
状態の地山（1項２号）

２ｍ未満又は45度以下

H
=
5
.2
m

※３：安全衛生規則
・現地栗石層の崩壊角度は41°であり、安全衛生規則の第357条1項2号に定める
『発破等により崩壊しやすい状態の地山』の基準である45°を下回っているが、
※１、※２の検討状況から、35°の床掘勾配が安全を確保する上で適切と判断
した。



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H428 資料４-3-1



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H428 資料４-3-2



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H429 資料４-3-3



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H430 資料４-3-4



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H430 資料４-3-5



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H431 資料４-3-6



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H432 資料４-3-7



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H432 資料４-3-8



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H433 資料４-3-9

区間１ 区間２



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H433 資料４-3-10



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H434 資料４-3-11



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H434 資料４-3-12



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H438 資料４-3-13

区間１ 区間２



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H438 資料４-3-14



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（復旧勾配案） H439 資料４-3-15



石門北側（平櫓西側） 石垣復旧措置案（解体範囲案） H439 資料４-3-16



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後）【報告】 資料４-４

【①現状での診断】
・崩落等により断面欠損が生じていない石垣を対象として「①現状での診断」を実施した。
・孕み等の変状が見られるH428においてはB判定、その他の石垣についてはA判定となった。
⇒H428については軽微な変状であるため、今後も継続的な監視により対応する。

【 ②在来での診断】（今回提示の解体範囲案を基に作成）
・崩落石垣について、復旧のための基準勾配を設定し、「②在来での診断」を実施した。
・解体を有する崩落箇所の内、H434（平櫓近傍階段）はB判定、H437（平櫓近傍）・H438・H439（大
規模な崩落箇所）がC判定となった。
・今後はC判定となった石垣について、修理検討フロー「安全対策の検討」に移行し検討を行う。

耐震診断結果一覧

結果総括



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H123【現況】 資料４-4-1

石垣耐震診断 H123【現況】



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H428【現況】 資料４-4-2



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H428【在来修理】 資料４-4-3



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H429【現況】 資料４-4-4



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H429【在来修理】 資料４-4-5



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H430【在来修理】 資料４-4-6



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H432【在来修理】 資料４-4-7



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H433【在来修理】 資料４-4-8



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H434【在来修理】 資料４-4-9



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H437【在来修理】 資料４-4-10



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H438【在来修理】 資料４-4-11



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H439【在来修理】 資料４-4-12



石門北側（平櫓西側） 石垣耐震診断結果（現状・在来工法修理後） H440【現況】 資料４-4-13



石門北側（平櫓西側） 石垣安全対策（現状・在来工法修理後）【報告】 資料４-５

石垣耐震診断【在来修理】にて、不安定になる恐れがある下記石垣に対して、安全対策の
検討を実施した。
◆対象石垣

H437 H438 H439

●地震前の通行ルートを復旧した場合
対象石垣周辺は、地震前の来城者通行ルートから外れた位置にある。

そのため、地震前の通行ルートを開放した場合においては来城者に影響は及ばない。

●通行ルート再編により、対象石垣周辺に来城者が立ち入ることができる場合
（１）H437

重要文化財建造物である平櫓に近接している石垣である。防護柵や擁壁等の対策工を
配置する離隔はないため、安全対策を講じることが出来ない。
石垣の崩落による重要文化財の倒壊を防止するため、現代工法による対策を検討する。

（２）H438
H438石垣は下方に斜面とH119石垣を有する。それらを考慮して落石想定範囲を設定

した結果、県道には影響が及ばない。
H121・H119の落石想定範囲を考慮し立入防止区域を設定することで「必要離隔距

離」が確保できると判断した。
（３）H439

H439は地形条件から石垣前面に立ち入ることが出来ないため、「必要離隔距離」が
確保できると判断した。

箇所図凡例

地震前の来城者通行ﾙｰﾄ

来城者ルート想定図 H438落石想定範囲図

H437地震前

H437地震後

H438

H439

H437


